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失敗事例のタイトル 
石油精製流動接触分解装置再生塔内部部品の浸炭 

一次原因（材料要素） 
浸炭 

機種 
（流動接触分解装置）再生塔 

部品 
スタンドパイプ 

材料 
低合金鋼、 
2.25Cr-1Mo鋼 

概略の寸法 
	 	  

損傷発生時の状況 
再生塔は 650℃で運転されていたが、93000時間の運転後 2.25Cr-1Mo鋼製スタンドパイプが脆化していること
が発見された。再生塔使用条件：流体組成(vol%)CO2:8、CO:11、H2O:11、N2:68、使用圧力:2.3kg/cm2G 

調査内容とその結果 
脆化材は引張強さ、降伏点、伸びが低下しており、ミクロ組織では粒内に微細な炭化物、および粒界に塊状炭

化物の著しい析出が認められた。 

損傷発生のシナリオ 
再生塔では触媒に付着した炭素の燃焼により、CO、CO2が発生し浸炭雰囲気となり、2.25Cr-1Mo 鋼が浸炭し
た。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
メンテナンスと耐浸炭性の高い材料の選定 

教訓 
メンテナンス時の監視が重要 

備考 
	 	 	 	  

失敗の主要因 
	 	 	 	  

誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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